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新 宿 区 長 定 例 記 者 会 見 資 料

やすらぎとにぎわいのまち新宿
平 成 ３ １ 年 ２ 月 ８ 日 （ 金 ）

魅力ある商店街の活性化に向けた支援

魅力ある商店街づくりを進め、暮らしやすさと賑わいの

調和がとれた、人々のふれあいと交流のあるまちをめざします。

連携

各施策が相互に連動

①にぎわいにあふれ環境にもやさしい商店街支援【拡充】

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を見据え、商店街路灯の新

設・建替やフラッグ・商店会マップ作成などへの助成額を拡充し、にぎわいの更な

る創出と安全安心なまちづくりを促進します。（2020年度まで）

・イベント事業（１商店会で実施） ＜補助率2/3 助成限度額2,666千円＞

（町会等と連携実施） ＜補助率4/5 助成限度額8,000千円＞

・活性化事業（施設整備） 【拡充】＜補助率2/3 助成限度額20,000千円→50,000千円＞

・環境事業（街路灯新設・建替）【拡充】＜補助率4/5 助成限度額20,000千円→50,000千円＞

（都政策課題対応型商店街事業上乗せ）＜補助率1/10  助成限度額15,000千円＞

商店街路灯イメージ

②おもてなし店舗支援【新規】

↑音声自動翻訳機

（イメージ）

商店街の更なるにぎわい創出のため、商店街を構成する飲食・小売店等に対して、

案内表示板、メニュー、ホームページ等の多言語対応経費や、音声自動翻訳機導入

経費、トイレの洋式化等に対する助成を行います。（補助率2/3）

また、音声自動翻訳機については、各個店において導入検討ができるよう、

一定期間無料で貸出します。

・多言語事業 ＜助成限度額100千円＞ ×50件

・トイレ洋式化 ＜助成限度額300千円＞ ×10件

【平成31(2019)年度 予算額10,373千円】

【平成31(2019)年度 予算額273,525千円】

④商店会情報誌の発行【拡充】

【平成31(2019)年度 予算額11,669千円】

・新宿区商店会情報誌

「新宿商人（あきんど）」

・年４回発行（６月・９月・１２月・３月）

・各号発行部数 6,000部→7,000部に増刷

（区民向けに配布を拡充）

↑新宿区商店会情報誌「新宿商人」

（イベント紹介ページ） ↑「新宿商人」（表紙）

【平成31(2019)年度 予算額18,136千円】
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③大学等との連携による

商店街支援

①にぎわいにあふれ

環境にもやさしい商店街支援

②おもてなし店舗支援

事例活用・収集

④商店会情報誌の発行

事例活用・収集

③大学等との連携による商店街支援【拡充】

大学等が持つ専門性や人的資源を活かしながら、商店街の抱える潜在的な課題の解決に向けた

取り組みや、大学等と地域・商店街の連携・交流による新しい魅力の創造を支援します。

これまでの５大学との連携事業に加え、平成31(2019)年度は、上智大学と新宿区商店会連合会

が連携し、「区内商店街区域における、インスタ映えスポットのサイト構築（予定）」をはじめ、

その他複数の大学と商店会で現在実施に向け、協議中です。

工学院大学×十二社商店親睦会

「CYBER十二社事業」

【実施事業（例）】

早稲田大学×明和会・戸山ハイツ西通り商店会

「ウォークラリーアプリによるMyShop発見ツアー事業」

GPS連動のアプリで商店街店舗の方

向を図示し、ウォークラリー形式で

店舗を発見↑→


